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２
０
１
８
年
が
暮
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す

▼
９
月
か
ら
始
ま
っ

た
「
友
の
会
拡
大
・

強
化
期
間
」
も
、
仲

間
増
や
し
、
高
齢
者

訪
問
、
大
型
健
康

講
座
、
各
地
区
で
の
多
彩
な

健
康
づ
く
り
、
安
心
し
て
住

み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
活
動
な
ど
、
今
年
の
「
期

間
」
と
し
て
は
、
こ
の
12
月

が
一
応
の
区
切
り
の
月
で
す
。

「
も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
」
と
励

ま
し
合
い
が
広
が
っ
て
い
ま

す
▼
年
を
送
る
に
あ
た
っ
て
、

人
生
や
活
動
の
「
波
ま
た
波
」

を
超
え
て
き
た
今
年
は
ど
う

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
▼
安
倍

政
治
は
、
民
意
を
ま
す
ま
す

踏
み
に
じ
っ
て
い
ま
す
。
沖

縄
県
知
事
選
挙
で
は
「
辺
野
古

新
基
地
反
対
」
の
民
意
が
示

さ
れ
ま
し
た
が
基
地
建
設
を

強
行
し
て
い
ま
す
▼
安
倍
首

相
は
、
こ
の
臨
時
国
会
に
、「
憲

法
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
」

自
衛
隊
を
ア
メ
リ
カ
と
一
緒

に
な
っ
て
戦
争
で
き
る
軍
隊

に
変
質
さ
せ
る
「
憲
法
改
憲

案
」
を
提
出
し
よ
う
と
企
み
、

自
衛
隊
の
高
級
幹
部
会
同
で

も
号
令
を
か
け
て
い
ま
す
。

憲
法
99
条
で
は
、
内
閣
総
理

大
臣
や
閣
僚
の
憲
法
擁
護
・
遵

守
義
務
を
明
記
し
て
い
ま
す

の
で
、
憲
法
違
反
の
暴
走
で

す
▼
さ
ら
に
安
倍
政
権
は
、

来
年
10
月
に
消
費
税
を
10
％

に
引
き
上
げ
る
方
針
を
表
明
。

消
費
税
が
２
％
ひ
き
あ
げ
ら

れ
た
ら
５
兆
円
の
増
税
に
な

り
、
消
費
不
況
は
さ
ら
に
ひ

ど
く
、
長
く
つ
づ
く
の
で
は
。

消
費
税
を
挙
げ
な
い
こ
と
が

最
高
の
景
気
対
策
だ
、
と
い
う

声
も
▼
見
渡
す
と
、
年
末
か

ら
年
始
に
か
け
て
、
ゆ
く
年

へ
の
振
り
返
り
、
来
る
年
へ

の
希
望
を
こ
め
た
話
し
合
い
、

行
動
も
ゆ
っ
く
り
し
て
ら
れ

ま
せ
ん　
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
）
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10
月
26
日
（
金
）
の
高
根
台

公
民
館
の
健
康
講
座
に
は
１
３

４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師

は
二
和
病
院
研
修
医
の
佐
久
間

善
行
医
師
、今
回
は
「
脳
卒
中
」

の
話
で
し
た
。脳
卒
中
は
が
ん
、

心
臓
病
に
次
ぐ
日
本
人
の
死
因

第
３
位
の
病
気
で
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

脳
卒
中
は
①
脳
出
血
②
脳
梗

塞
③
く
も
膜
下
出
血
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
脳
卒
中
の
予
防
は
、

＝
（
イ
コ
ー
ル
）
生
活
習
慣
病

　

10
月
24
日
（
水
）、
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
二
和
公

民
館
の
講
堂
で
松
隈
英
樹
船
橋
二
和
病
院
総
院
長
が
「
新
た
な

国
民
病
・
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
～
そ
の
予
防
と
治
療
に
つ

い
て
か
ら
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
健
康
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
４
５
名
の
参
加
者
は
、
松
隈
英
樹
院
長
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

た
お
話
し
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
健
康
講
座
は
二
和
地
区
、
八
木
が
谷
地
区
、
大
穴
・

三
咲
地
区
、
鎌
ヶ
谷
東
地
区
、
鎌
ヶ
谷
西
地
区
と
14
の
職
場
で

実
行
委
員
会
を
つ
く
っ
て
準
備
し
ま
し
た
。

▶
講
演
す
る
佐
久
間
医
師

最後の月 健康づくり・仲間づくりをさらに！！
友の会「拡大・強化」期間

健
康
講
座
『
脳
卒
中
に
つ
い
て
』

― 

日
常
の
生
活
習
慣
が
大
切 

―

松
隈
英
樹
院
長
「
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）」
講
演

二
和
公
民
館
講
堂 

２
４
５
名
の
参
加
者
で
一
杯
に

健康講座

健康講座

佐
久
間　

善
行　

医
師

の
予
防
と
の
こ
と
で
し
た
。
し

た
が
っ
て
「
日
々
の
生
活
習
慣
」

が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
て
、
食

習
慣
や
運
動
習
慣
・
休
養
・
喫

煙
・
飲
酒
に
気
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
と
佐
久
間
医
師
か
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
義
後
に
は
、（
問
）
「
ト
イ

レ
で
の
い
き
み
は
血
管
に
よ
く

な
い
の
か
」（
答
）
「
な
い
事
は

な
い
が
、
事
例
と
し
て
は
少
な

い
、
高
血
圧
や
便
秘
に
は
薬
で

対
処
を
」、（
問
）
「
二
和
に
脳

外
科
は
な
い
が
ど
う
す
れ
ば
」

（
答
）
「
も
し
脳
疾
患
が
疑
わ
れ

る
症
状
な
ら
救
急
外
来
の
受
診

を
し
て
対
応
し
ま
す
」、（
問
）

「
生
活
習
慣
予
防
に
運
動
を
す

す
ら
れ
た
が
、
膝
が
悪
く
歩
け

な
い
の
で
自
転
車
に
乗
っ
て
い

る
」（
答
）
「
歩
い
て
痛
み
が
あ

る
な
ら
無
理
せ
ず
に
、
自
転
車

の
使
用
も
Ｏ
Ｋ
。
プ
ー
ル
で
の

水
中
歩
行
な
ら
足
の
負
担
が
少

な
い
」
等
な
ど
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

 
慢
性
腎
臓
病
と
は

　
　
　
ど
ん
な
病
気

　

日
本
人
の
１
３
３
０
万
人
・

成
人
の
８
人
に
１
人
が
か
か
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
慢
性
腎
臓

病
。
な
ぜ
腎
機
能
が
低
下
す
る

の
か
、
他
の
病
気
と
の
関
連
性
、

ど
う
し
た
ら
予
防
で
き
る
の

か
？
分
か
り
や
す
く
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

慢
性
腎
臓
病
の

　
　
　
　
原
因
は
？

　

慢
性
腎
臓
病
と
は
、
慢
性
的

に
腎
機
能
に
障
害
が
お
き
て
い

る
状
態
が
持
続
し
て
い
る
疾
患

す
べ
て
を
い
い
ま
す
。
原
因
は
、

糖
尿
病
性
腎
症
、
慢
性
腎
炎
、

腎
硬
化
症
な
ど
で
す
が
、
生
活

習
慣
病
か
ら
進
展
し
慢
性
腎
臓

病
を
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。

 

そ
の
予
防
と

　
　
　
　
治
療
は
？

　

肥
満
（
特
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
）、
運
動
不
足
、
過
食
、

過
度
の
飲
酒
、
喫
煙
、
ス
ト
レ

ス
な
ど
の
生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、

慢
性
腎
臓
病
の
原
因
や
増
悪
因

子
に
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

腎
機
能
が
低
下
す
る
の
は
何

と
い
っ
て
も
動
脈
硬
化
で
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
の
予
防
は
、
定

期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ

と
、
家
庭
で
測
定
し
て
い
る
血

圧
を
１
３
０
／
８
０
未
満
に
保

つ
こ
と
、
血
糖
値
を
正
常
に
保

つ
こ
と
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）
を
１
２
０
ｍ
ｇ

／
ｄ
ｌ
以
下
に
保
つ
こ
と
、
喫

煙
を
止
め
、
散
歩
な
ど
軽
い
運

動
を
続
け
る
こ
と
で
す
。
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

日
常
生
活
・
生
活
習
慣

の
大
切
さ
を
再
認
識

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
「 

『
Ｃ

Ｋ
Ｄ
』
に
対
す
る
「
自
覚
」
が

で
き
ま
し
た
」
「
慢
性
腎
臓
病

は
な
ぜ
な
る
の
か
、
高
血
圧
と

の
か
か
わ
り
等
に
つ
い
て
よ
く

分
か
り
ま
し
た
」 

「
日
常
生
活
、

生
活
習
慣
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
ま
し
た
」
と
の
た
く
さ
ん
の

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲講演する松隈英樹院長

12月
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老
人
福
祉
施
設
訪
問
に
24
名
の
参
加

西･高･芝
地 区

一
万
二
千
歩
歩
い
た

都
内
名
所
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
丸山地区

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

盛
り
上
が
っ
た
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
法典地区

「
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
」
で

　

楽
し
い
ひ
と
と
き
習志野台
地 区

バ
ラ
の
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

谷
津
バ
ラ
園
へ
二宮･三田
地 区

２
年
ぶ
り
の
骨
密
度
検
診２名

入
会
前 原 西 ･
中野木地区

「
認
知
症
・
学
習
会
」

認
知
症
予
防
体
操
で
大
笑
い
佐倉地区

ほ
っ
こ
り
暖
か
み
を
感
じ
た

「
歌
ご
え
カ
フ
ェ
」
保 健
委 員 会
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11
月
14
日
（
水
）、
芝
山
に

あ
る
通
称
〝
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
デ

ン
〟
老
人
福
祉
施
設
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

最
初
は
介
護
老
人
保
健
施
設

で
、
１
階
で
は
皆
が

リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
も
あ
り
ま

す
。
勿
論
介
護
認
定

が
必
要
で
す
。

　

２
番
目
に
す
ぐ
お

隣
の
特
養
老
人
ホ
ー

ム
に
。
定
員
50
名
、

〝
終
の
棲
家
〟
と
し

て
現
在
、
大
勢
の
待

機
者
が
い
ま
す
。
個

室
と
二
人
部
屋
は
差

額
が
あ
る
が
、
４
人

部
屋
も
ガ
ラ
ス
戸
で

仕
切
ら
れ
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
そ
れ
な
り

リ
ハ
ビ
リ
科
の
大
川
恵
子
さ
ん
の
長

男
・
樂(

が
く)

ち
ゃ
ん
（
1
才
５
ケ

月
）。

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
な
優
し
い
男
の

子
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
家
族
を
癒
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

に
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。
料
金

は
収
入
に
応
じ
ま
す
が
、
月
／

13
万
円
程
で
す
。

　

最
後
は
〝
ケ
ア
・
ハ
ウ
ス
〟

で
定
員
62
名
、
介
護
保
険
を
使

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
二
十

八
日
（
日
）
に
十
八
名
の
参
加

で
都
内
へ
。

　

11
月
６
日
（
火
）、
急
に
猛

烈
な
雨
が
降
っ
た
日
、
保
健
委

員
会
主
催
の
「
歌
ご
え
カ
フ
ェ
」

に
参
加
し
て
楽
し
い
一
日
を
す

ご
せ
ま
し
た
。

　

私
は
２
回
目
で
す
が
、
順
番

に
自
分
の
好
き
な
歌
を
リ
ク
エ

ス
ト
出
来
て
、
い
ろ
ん
な
歌
が

聞
け
る
事
と
、
田
代
さ
ん
の
名

　

先
ず
都
立
旧
芝
離
宮
恩
賜
庭

園
、
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
を
訪
れ

た
。
江
戸
時
代
か
ら
の
由
緒
あ

る
日
本
庭
園
は
、
池
と
緑
が
美

し
く
配
置
さ
れ
今
回
も
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
た
。
浜
離
宮
で
東

京
都
一
五
〇
年
を
祝
う
イ
ベ
ン

ト
が
行
な
わ
れ
て
お
り
展
示
物

を
見
て
ま
わ
っ
た
。

　

次
は
築
地
市
場
跡
地
、
解
体

工
事
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

場
外
市
場
は
来
場
者
も
多
く
活

気
あ
る
営
業
を
し
て
お
り
安
堵
。

　

そ
の
後
、
五
年
前
に
新
築
さ

れ
た
歌
舞
伎
座
タ
ワ
ー
へ
。
歌

舞
伎
座
の
前
面
は
旧
歌
舞
伎
座

　

「
私
は
○
○
で
す
。
隣
は
、

エ
ー
ト
誰
で
し
た
っ
け
」
い
ま
、

　

10
月
30
日
（
火
）
青
空
に
誘

わ
れ
谷
津
バ
ラ
園
へ
行
っ
て
来

ま
し
た
。

　

他
の
バ
ラ
園
で
は
、
塩
害
の

影
響
で
バ
ラ
の
花
が
全
滅
と
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、
秋
に
ふ
さ

わ
し
い
や
さ
し
い
花
が
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
16
日(

火)

ア
ル
ビ
ス
前

原
集
会
所
に
て
骨
密
度
検
診
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
団
地
や

そ
の
他
の
行
事
が
あ
り
心
配
し

ま
し
た
が
、
23
名
の
参
加
で
２

　

『
老
い
』は
「
イ
ヤ
！
イ
ヤ
！
」

と
言
っ
て
も
「
オ
イ
！
オ
イ
！
」

と
や
っ
て
来
る
。
認
め
た
く
な

く
て
も
し
た
た
か
に
。

　

10
月
17
日
（
水
）
佐
倉
市
染

司
会
者
の
歯
切
れ
の
い
い
声
が

と
て
も
好
き
で
す
。
心
が
ほ
っ

こ
り
し
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

話
も
よ
く
分
か
り
、
気
持
ち
が

通
じ
合
う
所
が
あ
り
良
か
っ
た

で
す
。
そ
れ
に
一
足
早
い
ク
リ

ス
マ
ス
で
雰
囲
気
の
ス
タ
ン
ド

が
素
敵
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
下
さ
い
。
瀬
戸　

豊
子

紹
介
さ
れ
た
ば
っ
か
り
な
の

に
、
な
か
な
か
名
前
が
出
て
こ

な
い
。
思
わ
ず
会
場
が
笑
い
の

渦
に
。
「
あ
ん
た
が
た
ど
っ
こ

さ
」
の
歌
に
合
わ
せ
「
さ
」
の

と
こ
ろ
で
足
踏
み
を
。
最
初
は

揃
わ
な
か
っ
た
の
が
、
次
第
に

揃
う
よ
う
に
。
歌
い
な
が
ら
、

体
を
う
ご
か
し
な
が
ら
「
脳
」

も
活
性
化
す
る
。

　

看
護
師
の
若
尾
智
香
子
さ
ん

の
巧
み
な
呼
び
か
け
に
あ
わ
せ

て
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

習
志
野
台
地
区
は
10
月
23
日

　

秋
と
は
思
え
ぬ
日
ざ
し
の
強

さ
と
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
バ
ラ
の

花
の
美
し
さ
に
、
12
名
の
参
加

者
は
大
満
足
で
、
手
弁
当
の
お

に
ぎ
り
を
ほ
う
ば
り
な
が
ら
秋

の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
一
日
で

し
た
。　
　
　
　

島
峯　

美
子

名
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

骨
密
度
を
測
っ
て
も
ら
っ
た

後
は
、
体
脂
肪
、
血
圧
測
定
、

ふ
た
わ
診
療
所
の
赤
星
看
護
師

が
結
果
説
明
・
健
康
相
談
を
行

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ

れ
に
数
値
を
見
て
、
に
ぎ
や
か

に
お
話
が
弾
み
最
後
ま
で
残
っ

て
楽
し
く
さ
れ
て
い
た
様
子
を

見
て
雰
囲
気
が
と
て
も
良
い
で

す
ね
と
言
う
こ
と
で
入
会
さ
れ

ま
し
た
。

　

や
は
り
チ
ラ
シ
は
入
れ
た
方

が
良
い
で
す
ね
！
（
入
会
さ
れ

た
２
名
と
も
チ
ラ
シ
を
見
て
参

加
さ
れ
ま
し
た
。）岩

谷　

三
枝
子

井
野
で
、
若
尾
・
元
看
護
副
総

師
長
に
よ
る
認
知
症
の
学
習
会

が
開
か
れ
ま
し
た
（
14
名
参

加
）。
地
域
の
ビ
ラ
を
見
た
と
、

４
名
が
初
参
加
。

　

運
動
、
食
べ
物
、
人
と
の
関

り
な
ど
、
予
防
対
策
の
お
話
の

後
、
輪
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
遊
び

を
し
ま
し
た
。
右
手
、
左
手
が

意
に
反
し
て
出
て
こ
な
い
。
頭

の
中
は
大
混
乱
で
大
笑
い
。

　

後
半
、
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
て
全

員
で
、
童
謡
「
も
み
じ
」
「
ふ

る
さ
と
」
を
大
き
な
声
で
歌
い

ま
し
た
。　
　
　

中
村　

隆
治

　

11
月
４
日(

日)

法
典
公
民

館
に
て
11
名
の
参
加
で
ボ
ッ

チ
ャ
体
験
を
し
ま
し
た
。
ボ
ッ

チ
ャ
は
イ
タ
リ
ア
語
で
ボ
ー

ル
の
意
味
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

生
ま
れ
障
碍
者
の
た
め
に
考

案
さ
れ
た
的
（
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー

ル
）
に
近
づ
け
る
ス
ポ
ー
ツ
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

で
す
。
リ
オ
パ
ラ
で
日
本
が
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
東
京
パ
ラ

で
は
金
メ
ダ
ル
の
期
待
が
大

の
姿
を
残
し
、
後
部
の
超
高
層

ビ
ル
と
一
体
の
建
築
技
術
に
感

動
。
都
内
近
間
で
の
行
動
だ
っ

た
が
、
一
万
二
千
歩
の
歩
行
と

な
り
、
少
々
疲
れ
た
と
の
声
も

聞
か
れ
た
。　
　

戸
辺　

健
治

き
い
で
す
。

　

最
初
は
５
対
５
の
チ
ー
ム
戦

を
行
い
ま
し
た
。
赤
と
青
に
わ

か
れ
白
い
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を

ど
こ
に
投
げ
て
、
自
分
た
ち
の

ボ
ー
ル
を
い
か
に
近
づ
け
る
か

の
頭
脳
プ
レ
ー
で
す
。
ナ
イ
ス

プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
あ
り
和
気

あ
い
あ
い
で
し
た
。初

見　

政
子

い
な
が
ら
生
活
で
き
ま
す
が
、

自
立
し
た
人
が
入
る
所
で
す
。

こ
こ
は
入
居
金
30
万
円
、
料
金

は
収
入
に
よ
り
月
／
約
７
万
円

～
９
万
円
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
〝
終
の

棲
家
〟
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
た

見
学
で
し
た
。　

安
池　

安
英

（
火
）
に
「
認
知
症
予
防
の
健

康
運
動
・
第
２
弾
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
友
の
会
に
入
っ
て
い

な
い
人
も
あ
わ
せ
て
21
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

佐
藤　

む
つ
み
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　糖尿病は血糖値が高い状態が続く病気です。日本人の７～10人に１人

は糖尿病と言われるくらい、身近な病気です。自覚症状はないことも多

いのですが、高血糖が長い期間続くと、さまざまな困った症状（合併症）

が出ることがあります。「今、自覚症状はなくても、将来、合併症で困る

ことがないように治療に取り組む」、というのがこの病気の特徴です。

　当院には、糖尿病患者さんのための入院があります。１つは「糖尿病

教育入院」と呼ばれるもので、いわば、治療をしつつ、糖尿病に関する

勉強や実習をする、合宿のようなものです。２週間かけて、食事や運動

のこと、日常生活で注意することなどを学んでいきます。管理栄養士や

臨床心理士によるグループワーク、医療トレーナーによる運動療法の実

習もあります。その中で、なかなか血糖値が下がらなかった原因を見つ

け出したり、今後の対策を練ったりすることができます。

　これとは別に、患者さんの事情に合わせた「血糖コントロール入院」

もあります。例えば、認知症を発症して今までのようにインスリンを打

つことが出来なくなってしまった患者さんには、安全に生活できるよう

な治療方法を考えたりします。逆に、「２週間も仕事を休めないので糖尿

病教育入院はできない」という患者さんには、もっと短い期間で、糖尿

病療養に必要なことを学んでもらうこともあります。

　入院で糖尿病を治療するメリットの１つは、病院の食事を食べること

そのものが食事療法になることです。「ご飯を軽くお茶碗一杯」と言っても、

イメージする量はその人によってかなり違います。どのくらいの食事がちょ

うどよいのか、体験してみればわかりやすくな

ります。「百聞は一見にしかず」です。

　血糖値のことで困ってしまったら、外来の担

当医師に相談してみてください。入院は難しい

という方にも外来の糖尿病教室がありますので、

ご利用ください。

船橋二和病院　内科　池田美佳

健　康　講　座

糖尿病入院のススメ

産婦人科病棟（３西病棟）再開

ふたわ診療所よりお知らせ

診 療 日　毎週木曜日

時　　間　9：00 ～ 12：00(完全予約制)

保険対象　以下の２つの条件にあてはまる方

　①35歳以上の方： 1日に吸った本数 × 年数＞200本

　　30歳未満の方：要件なし

　②ニコチンスクリーニングテスト（TDS）にて

　　ニコチン依存症と診断

診療場所　内科専門外来
　12週の間に５回の受診が必要になります。

　予約につきましては内科専門外来で承ります。

　禁煙すると食事がおいしくなったとの声もあります。
　禁煙したいと思ったら迷わず予約をお取りください。

禁煙外来を増やしました

船橋二和病院附属ふたわ診療所
医事課　小関 秀幸

☎ 047-448-7660   FAX:047-448-7183

「タバコの値段が上がった」、

「健康に気を使いたいがやめ

られない」

といった方は禁煙外来の受

診をお勧めします。

※インターネットで『ニコチンス

クリーニングテスト』と検索す

ると診断が出来ます

　

秋
も
深
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
読
書
に
と
、
心

と
身
体
に
栄
養
を
蓄
え
ら
れ
る
良
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

約
２
年
前
に
休
棟
と
な
っ
た
３
階
西
病
棟
が

10
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

院
長
か
ら
は
再
開
に
あ

た
っ
て
の
喜
び
と
分
娩
再

開
に
向
け
て
の
管
理
会
の

決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

病
棟
内
の
壁
の
色
も

サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
が
鮮
や

か
に
な
り
、
浴
室
な
ど
の

水
回
り
、
病
室
の
床
も
と

て
も
綺
麗
に
な
り
ま
し

た
。
病
棟
の
入
口
は
自
動

ド
ア
に
な
り
、
産
科
オ
ー

プ
ン
の
こ
と
も
考
え
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
た

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
産
婦
人
科
病
棟

と
し
て
長
年
機
能
し
て

き
た
病
棟
で
す
が
、
内

科
な
ど
の
患
者
さ
ま
も

受
け
入
れ
る
混
合
病
棟

と
し
て
再
出
発
で
す
。

産
科
の
受
け
入
れ
準
備

も
進
め
、
分
娩
再
開
の

状
況
が
整
っ
た
ら
い
つ

で
も
開
始
で
き
る
様
に

と
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
ぶ
り
の
病
棟
は
、

戸
惑
う
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
が
、
休
棟
中
、

新
た
に
行
な
っ
て
き
た

こ
と
を
さ
ら
に
進
め
、

新
旧
の
ス
タ
ッ
フ
で
新

し
い
病
棟
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
３
西
病

棟
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

３
階
西
病
棟
師
長

助
産
師　

河
野
百
合
子



二和病院・健康友の会ニュース （４）

◎
ご
購
読
申
し
込
み
は
も
よ
り
の
地
区
役
員
、

友
の
会
事
務
局
☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

外
来
案
内
コ
ー
ナ
ー
（
総
合
案
内
と
な
り
）
ま
で

　

前
年
の
10
月
に
ご
入
会
い
た
だ
い
た
方
は
、

会
費
納
入
の
時
期
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に

ご
入
会
の
方
で
、
会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
い

て
い
な
い
方
も
、
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ふ
た
わ
診
療
所
友
の
会
コ
ー
ナ
ー

（
10
時
～
12
時
）・
友
の
会
事
務
所
（
10
時
～
16

時
）
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
友
の
会
事
務
所
ま
で
。
納

入
の
際
は
会
員
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
近
く
の
友
の
会
役
員
が
、
お
訪
ね

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

友
の
会
事
務
所　

☎
０
４
７
（
４
４
９
）
４
４
１
７

2018年12月号 第 396 号

医療・介護の改悪シリーズ 22

　１１月１７（土）、午後２時から午後３時まで、

第４２回やすらぎコンサートが１年ぶりに開催

されました。入院患者さん２８名をはじめ１１

５名が参加。

　ギターアンサンブル「虹」の皆さんの♪世界

に一つだけの花♪君の名は♪里の秋など優しい

演奏に聴き入りました。

　続いて佐藤隆史医師（ギター）、坂名月医師（ビ

オラ）、木下裕子医師（ピアノ）、上田瞳医師（フ

ルート）、戸田治代医師（フルート）、ＤＯＣＴ

ＯＲⅤ合奏。♪愛のロマンス♪アルハンブルの

思い出♪虹のかなたになど息の合った演奏に口

ずさんで入る患者さん、手拍子をしいている方

などいらっしゃいました。最後にみんなで♪ふ

るさとを合唱しました。「月曜日の退院前にこん

なすてきな演奏を聴けて幸せです」、「火曜日に

子宮筋腫の手術をします。不安で一杯でしたが、

今回の演奏をお聴ききし、頑張ります」との感

想が患者さんから寄せられました。

　次回は来年の５月に開催します。ご期待下さい。

利用したい時に、
すぐ利用できる介護保険制度に

どなたでもお気軽にご参加下さい！

外来ミニ糖尿病教室のご案内

糖尿病が病気を呼び込む！？
糖尿病の合併症の話②
（細い血管以外のこと）

日　時：１２月２８日（金）
　　　　１４：００～１６：００
場　所：健康管理センター３階　会議室
講　師：内科　池田 美佳 医師

好評発売中

2018
月号 380円12

要介護・要支援認定を受けた、
夫婦２人暮らし（事例加工済み）の事例

　Ａさん（女性・70歳代）は、認知症の診断を受けている要介護１の夫と

の２人暮らし。夫は新しいことを覚えるのが苦手だが、身のまわりの生活

動作は自立しており、家事全般を妻のＡさんが担っていました。

　ある日、その妻が体調不良を訴え、病院の救急外来を受診した時のこと。

医師からは入院を勧められたが、夫を１人で家に残すのは不安だと当初、

入院することを拒否されました。するとそれを聞いた夫は自分１人で大丈

夫だと妻へ伝え、妻は入院することに……。

【相談室との話でデイサービスを検討に】
　入院中に妻と病院のＳＷ（ソーシャルワーカー）とで、退院後の生活の

話をしました。話を聞くと、Ａさんも要支援の介護認定を受けているが、

夫婦２人とも介護保険のサービス利用はないことが判りました。利用でき

るサービスの一部を紹介し、夫婦２人でデイサービスの利用を検討するこ

とになりました。

【軽度の介護認定を敬遠する傾向】
　ＳＷは、退院後から担当して頂けるケアマネジャーさん探しをしました。

しかし、要介護の夫と要支援の妻２人を担当してもらえる居宅介護支援（ケ

アマネジャー）事業所はなかなか見つかりません。断られる理由の多くは、

「要支援の方は今はちょっと受けられません。」でした。生活背景を理解す

るには、夫婦が同じケアマネジャーである事が必要です。何とか退院直前

に担当して頂けるケアマネジャーを見つけることができました。

【介護保険料を払っているのに】
　介護保険制度は、利用したい時に利用できる制度、サービスではないの

が現状だと感じています。国は要支援等の認定軽度者を介護保険から外そ

うと考えており、ケアマネジャー事業所も介護報酬の低い要支援者の担当

を控える傾向があるように感じます。

【国の介護保険制度改悪に対して】
　申込みから１年ほど待たされることもある特別養護老人ホームの入所待

機問題や今回の事例のような問題、さらに、ケアマネジャーへ依頼するケ

アプラン作成料の有料化を国は計画しています。

　ＳＷはもちろん、当事者や地域住民の方々と協同し、行政に地域の実情

を伝え、利用したい時に利用できる制度、十分なサービス提供体制の構築

を求める要請が必要だと感じています。

ご相談のある方は……　船橋二和病院　医療福祉相談室　髙濵和憲

☎ ０４７－４４８－７２７３ へ

 

平
和
部

み
ん
な
で
考
え
る
会

　
12
月
13
日（
木
）
午
前
10
時
～
12
時

　
▽
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
３
階

 

花
バ
ザ
ー

　
12
月
4
日（
火
）
午
前
10
時
～
12
時

　
▽
診
療
所
待
ち
合
い
室
ホ
ー
ル

 

何
で
も
相
談
会

　
12
月
25
日（
火
）
午
前
10
時
～
12
時

　
▽
診
療
所
待
ち
合
い
室

 

歴
史
勉
強
会

　
12
月
27
日（
木
）
午
前
10
時
～
12
時

　
▽
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
３
階

ギター、 ピアノ、 ギター、 フルート、
ビオラの優しい調べ会場一杯に

第４２回やすらぎコンサート

ギターアンサンブル虹の皆さん

ＤＯＣＴＯＲ「Ｖ」の皆さん


